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FOCAC(中国とアフリカ協力論壇、Forum on China-Africa Cooperation)といった制度が勢
いづいている。FOCACとは、三年ごとに中国とアフリカで相互に開催され、中国とアフリカ
諸国の間の貿易、外交、安全保障、投資関係を促進するメカニズムとして、中国−アフリカ





























 FOCAC (Forum on China-Africa Cooperation)、あるいは、中国とアフリカ協力論壇は 2000
年に創立された。2000 年 10 月 10 日、中国政府が提唱し北京で開催された「中国―アフリ
カ協力論壇」がはじまりである。 44のアフリカ各国の代表が会議に参加した。その後、他








  6 回目の FOCAC は 2015 年に開催された。同年４月に、中国の外交部部長王毅はアフリカ













  そもそも中国はなぜ FOCAC を作り出したのか？ まず一つは、日本の TICAD を真似たこ























年に開催された第 9 期全国人民代表大会第 4 回会議において「中国の国民経済及び社会発
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その後 10年間で貿易額は約 10倍に伸びた(下谷内、2006)。2012年 1月 30日、中国とアフ





 2000 年 10 月に北京で開催された第 1 回 FOCAC には、アフリカ から 44 か国が参加し、
協議には 17の国際機関代表と企業の代表も出席した。この会議では、≪中非合作論壇北京
宣言(中国—アフリカ協力フォーラムの北京宣言)≫と≪経済・ 社会開発における中国アフ
リカ協力プログラム≫ の 2 つが主要文書として発表された。北京宣言には、貿易、投資、






 2003年の第２回 FOCACでは、アフリカからは 45か国が出席した。会議のテーマは「中国
—アフリカ間の友情強化と相互利益のための協力強化」であった。この会議では、今後 3年







規模として09 年の対アフリカ援助額を06 年の倍額とする、特恵借款は30 億ドル、バイヤ
ーズ・クレジットを20 億ドルとする、中国企業の投資促進のために「中国・アフリカ発展
基金」を段階的に50 億ドルとする、05 年末までに期限切れの債務の免除、15,000 名の人
材訓練など多岐にわたる支援を行うとしている(葛西、2014)。 
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 FOCAC 創立の大きな背景は積極的に多国間外交(Multilateral Diplomacy )を展開するこ
とである。FOCACは中国の多国間外交の成果であり、中国の多国間外交を新しい段階へ押し
あげていった(崔、2007)。第３回の FOCAC会議が行われた 2006年に、中国政府は「中国対















 中国のアフリカ研究専門家である賀文萍によると、2000 年の第一回会議から FOCAC は二
つの課題を抱えている。一つは、新しい世界情勢に直面して、如何に中国とアフリカの協
力関係を強化していくのか。もう一つは 21世紀に向けて、如何に中国の提唱した「公正合























































ていた。TICAD を参考に FOCAC を創立した 2000 年には、中国とアフリカの貿易額はアフリ
カの貿易総額のわずか２パーセントに過ぎなかったが、日本は二倍の４パーセントであっ
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China’s Africa Policy 
 
An Analysis Focusing on the Role of FOCAC 
Zhihai XIE 
China’s activities in Africa have attracted worldwide attention. Compared to Japan’s 
TICAD, China has the FOCAC facilitating the soaring China-Africa relations. As the 
mechanism guiding trade, diplomacy, security and investment in China-Africa relations, 
FOCAC is held every three years. Since its establishment in 2000, FOCAC has been 
held six times. During the past sixteen years, China’s economic and political presence in 
Africa has increased significantly. In particular, the trade volume between China and 
Africa and its direct investment to Africa are both on the rise, making China’s share in 
trade with and investment to Africa surpass those of Japan and European Union. It is 
worth noting that FOCAC has contributed greatly to these achievements. FOCAC was 
made as an imitation of TICAD to promote China-Africa relations, but both its scale 
and frequency outweighed those of TICAD. China’s engagement with Africa is well 
known, while the role of FOCAC is rarely known yet. Thus this paper attempts to 
examine the role that FOCAC has played in the China’s Africa policy. Specifically, this 
paper tries to analyze the background and goal of FOCAC’s establishment, as well as 
FOCAC’s impact on China-Africa relations in such areas as trade, diplomacy and 
investment. In addition, the paper also compares the FOCAC with TICAD and 
examines the differences between China’s and Japan’s Africa policy.   
 
 
 
 
